
歷
史
と
歌 

高
田 

友 

 

第
一 
歷
史 

陸
士
と
海
兵 

 

軍
隊
、
就
中

な
か
ん
づ
く

陸
軍
の
階
級
制
度
は
、
大
雜
把
に
「
將
校
・
下
士
官
・
兵
」
に
分
け
ら
る
。 

海
軍
の
場
合
は
、
や
や
相
違
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
ほ
ぼ
陸
軍
に
準
ず
と
言
ひ
て
大
過
な
か
ら
む
。 

「
將
校
」
は
大
將
・
中
將
・
少
將
・
大
佐
・
中
佐
・
少
佐
・
大
尉
・
中
尉
・
少
尉
。 

「
下
士
官
」
は
曹
⾧
・
軍
曹
・
伍
⾧
。 

「
兵
」
は
上
等
兵
と
一
等
兵
と
二
等
兵
。 

 

一
方
、「
士
官
」
と
い
ふ
呼
稱
あ
り
。「
士
官
」
と
「
將
校
」
は
同
義
語
な
り
と
思
ふ
人
多
か
れ
ど
、
聊

か
趣
を
異
に
す
。 

時
代
に
よ
り
て
(
明
治
期
と
昭
和
)、
ま
た
陸
軍
と
海
軍
と
に
よ
り
て
、
若
干
定
義
に
差
あ
り
と
い
へ

ど
も
、
槪
し
て
「
士
官
と
は
尉
官
の
別
稱
」
と
言
ふ
を
得
べ
し
。 

換
言
す
れ
ば
、「
將
校
中
に
て
下
位
な
る
ラ
ン
ク
」
と
い
ふ
べ
け
れ
ど
、
年
功
序
列
の
「
下
位
」
と

は
、
卽
ち
「
若
き
人
々
」
の
謂
ひ
に
し
て
、
若
き
女
性
の
海
軍
軍
人
に
憧
れ
た
る
時
代
な
れ
ば
、「
士

官
」
な
る
呼
稱
に
は
華
や
か
な
る
イ
メ
ổ
ジ
あ
り
き
。 

 

さ
て
、
帝
國
陸
海
軍
は
徹
底
し
た
る
閉
鎖
社
會
に
し
て
、
大
東
亞
開
戰
に
至
る
ま
で
は
、
陸
軍
士
官
學

校
・
海
軍
兵
學
校
卒
業
生
に
あ
ら
ず
ば
將
校
た
る
は
難
か
り
き
。(
開
戰
後
は
、
學
徒
兵
の
一
部
を
將
校

に
引
き
上
ぐ
る
こ
と
多
し
) 

 

さ
て
、
い
と
も
不
可
思
議
な
る
は
、
こ
の
兩
校
の
名
稱
な
り
。 

陸
軍
士
官
學
校
と
海
軍
兵
學
校
は
い
は
ば
「
同
格
」
に
し
て
、
生
徒
は
通
常
、
現
在
の
高
校
三
年
生
よ

り
大
學
二
年
生
の
年
齡
。
卒
業
す
る
や
就

す
な
は

ち
少
尉
(
士
官
)
に
任
官
す
。 

然
れ
ば
、
陸
軍
士
官
學
校
な
る
名
は
そ
の
實
態
を
表
し
て
あ
れ
ど
、
海
軍
兵
學
校
は
名
を
の
み
聞
け

ば
、「
兵
」
を
養
成
す
る
學
校
を
聯
想
せ
し
め
、
士
官
學
校
よ
り
格
下
の
如
く
に
思
は
れ
ず
や
。
な
ほ
、

「
海
軍
士
官
學
校
」
な
る
名
稱
の
學
校
は
本
朝
に
は
存
在
せ
ざ
り
き
。 

 



 
實
に
、
誤
解
の
發
端
は
言
葉
の
定
義
に
あ
り
。
陸
軍
士
官
學
校
の
「
士
官
」
は
「
下
位
將
校
」
を
表
す

「
士
官
」
な
れ
ど
、
海
軍
兵
學
校
の
「
兵
」
は
將
校
(
士
官
)・
下
士
官
・
兵
の
「
兵
」
の
義
に
は
あ
ら

ず
。 

  

陸
軍
に
も
海
軍
に
も
「
兵
科
」
な
る
語
あ
り
き
。 

W
ikipedia

に
よ
れ
ば
、「
兵
科
と
は
、
狹
義
に
は
軍
隊
に
お
い
て
軍
人
に
割
り
當
て
ら
れ
た
職
務
區
分

の
う
ち
、
主
に
直
接
的
な
戰
戰
を
擔
當
す
る
區
分
の
こ
と
」
と
の
由
。 

 

こ
れ
、
さ
ら
に
細
分
せ
ら
れ
て
、「
參
謀
科
・
步
兵
科
・
騎
兵
科
」(
陸
軍
)
な
ど
に
分
か
る
。 

  

海
軍
に
は
、
兵
科
と
並
び
て
存
す
る
は
、「(
兵
科
)・
機
關
科
・
航
空
科
〈
飛
行
科
〉」
あ
り
、
さ
ら
に

い
さ
さ
か
別
格
な
る
「
軍
醫
科
・
歯
科
醫
科
・
藥
剤
科
・
看
護
科
・
主
計
科
・
造
船
科
・
造
機
科
・
造
兵

科
・
水
路
科
・
軍
樂
科
」
あ
り
き
。 

 

こ
の
う
ち
に
て
、「
機
關
科
」(
動
力
裝
置
を
操
作
す
る
機
關
要
員
を
養
成
す
)
と
「
主
計
科
」
は
特
段

の
養
成
機
關
存
し
、「
海
軍
機
關
學
校
」「
海
軍
經
理
學
校
」
と
ぞ
呼
ば
れ
た
り
し
。 

 

而
し
て
、
こ
の
兩
校
に
對
立
す
る
「
戰
鬪
要
員
養
成
の
學
校
」
す
な
は
ち
「
海
軍
兵
學
校
」
に
し
て
、

い
は
ば
海
軍
中
樞
幹
部
の
登
龍
門
な
り
き
。 

 

「
兵
學
校
」「
機
關
學
校
」「
經
理
學
校
」
を
「
海
軍
三
校
」
と
こ
そ
は
謂
ひ
た
れ
。
昭
和
九
年
の
入
學

者
數
を
見
る
に
、
兵
學
校 

二
百
、
機
關
學
校 

七
十
、
經
理
學
校 

二
十
な
り
と
ぞ
。(
因
み
に
陸
士

は
昭
和
十
二
年
卒
業
生
數 

四
百
七
十
一
) 

 

兵
學
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
末
は
大
將
へ
到
る
道
開
か
る
。
た
だ
し
、「
三
十
歲
未
滿
の
大
尉
ま
た
は
中

尉
䣔
に
な
る
頃
䣍
特
に
選
拔
せ
ら
れ
て
䣓
海
軍
大
學
校
䣔
に
入
る
に
あ
ら
ず
ば
䣍
原
則
と
し
て
大
將
に
至

る
を
得
ず
䣎 

 

陸
軍
に
は
「
陸
軍
大
學
校
」
あ
り
、
こ
こ
を
卒を

へ
た
る
將
校
を
「
天
保
錢
組
」
と
は
俗
稱
す
。「
卒
業

生
徽
章
」
の
江
戸
の
通
貨
天
保
錢
に
似
た
れ
ば
な
り
。 

 

海
軍
機
關
學
校
と
海
軍
經
理
學
校
は
中
將
ど
ま
り
。
中
將
ど
ま
り
と
言
ひ
て
も
、
現
代
人
の
目
よ
り
見

れ
ば
、「
も
の
す
ご
く
偉
い
」
と
言
ふ
べ
し
。 

 

戰
前
は
、「
閣
下
」
と
呼
ば
る
る
は
、
軍
に
は
少
將
以
上
、
官
界
に
て
は
局
⾧
以
上
と
せ
ら
れ
た
り
。

す
な
は
ち
、
中
將
と
は
、
次
官
も
し
く
次
官
一
步
手
前
の
局
⾧
に
匹
敵
す
。 

 

軍
醫
は
ま
た
別
儀
の
扱
ひ
あ
り
。
陸
軍
の
例
に
て
、
森
鷗
外
は
「
軍
醫
總
監
」
な
る
軍
醫
の
ト
ỿ
プ
の

役
職
に
就
き
た
り
き
。
た
だ
、
大
將
に
は
あ
ら
で
中
將
な
り
き
。 



 
軍
醫
養
成
の
學
校
と
し
て
「
海
軍
軍
醫
學
校
」「
陸
軍
軍
醫
學
校
」
存
在
せ
し
か
ど
も
、
外
部
(
一
般

大
學
)
の
醫
學
部
を
卒
業
し
た
る
醫
師
も
、
軍
醫
と
し
て
出
頭
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
鷗
外
も
東
京
大
學

醫
學
部
卒
業
な
り
き
。「
東
京
帝
國
大
學
な
ら
ず
や
」
と
訝
り
給
ふ
な
か
れ
。
東
大
は
「
東
京
大
學
⇒
帝

國
大
學
⇒
東
京
帝
國
大
學
⇒
東
京
大
學
」
と
名
を
變
じ
た
り
。
鷗
外
の
頃
に
は
い
ま
だ
「
帝
國
」
な
る
修

飾
語
は
附
か
ざ
り
き
。 

  

さ
て
、
結
局
、
陸
軍
士
官
學
校
は
「
士
官
を
養
成
す
る
學
校
」
な
る
意
味
に
て
名
付
け
ら
れ
、
海
軍
兵

學
校
は
「
兵
科
の
士
官
を
養
成
す
る
學
校
」
の
義
に
て
名
付
け
ら
れ
た
る
な
り
。 

 

米
國
陸
海
軍
の
こ
れ
に
當
た
る
をU

nited States M
ilitary A

cadem
y

お
よ
びU

nited States N
aval 

A
cadem

y

と
言
ふ
。
邦
譯
す
る
際
に
は
、
前
者
は
「
米
國
陸
軍
士
官
學
校
」
な
れ
ど
、
後
者
は
「
米
國
海

軍
兵
學
校
」
と
も
「
米
國
海
軍
士
官
學
校
」
と
も
言
ふ
。
我
國
の
「
陸
軍
士
官
學
校
」
はIm

perial 

M
ilitary A

cadem
y

、「
海
軍
兵
學
校
」
はIm

perial N
aval A

cadem
y

な
り
。 

navy

「
海
軍
」
の
形
容
詞
はnaval

な
れ
ど
、arm

y

「
陸
軍
」
に
は
對
應
す
る
形
容
詞
存
せ
ざ
る
に
よ

り
て
、m

ilitary

「
軍
事
の
」
を
以
て
代
用
す
。 

 

海
軍
士
官
は
か
ỵ
こ
い
い
が
ゆ
ゑ
に
女
性
に
も
て
、
陸
軍
士
官
は
ダ
サ
い
と
輕
侮
せ
ら
れ
た
り
と
の
傳

說
あ
り
。
陸
軍
は
全
員
丸
坊
主
に
頭
を
刈
ら
れ
た
り
。
大
將
に
な
る
も
丸
坊
主
な
り
き
。 

 

た
だ
、
こ
の
陸
軍
差
別
の
風
評
に
關
し
て
異
論
あ
り
。
抑そ

も

〻
陸
軍
は
海
軍
に
比
し
て
總
人
數
多
く
、
街

中
に
て
接
觸
す
る
機
會
少
な
か
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
そ
の
尊
大
な
る
態
度
目
に
つ
き
や
す
し
。
こ
れ
が
爲

に
國
民
に
疎う

と

ま
る
。
一
方
、
海
軍
軍
人
を
一
般
人
の
目
に
す
る
は
通
常
は
港
灣
附
近
に
限
ら
る
。
こ
れ
に

よ
り
て
希
少
價
値
生
じ
、
制
服
の
白
き
と
相
俟

あ

ひ

ま

つ
て
、
神
々
し
く
見
え
た
る
が
ゆ
ゑ
に
憧
憬

し
や
う
け
い

の
的
と
な
り

た
る
而
已

の

み

と
。 

  

海
軍
の
か
ỵ
こ
よ
か
り
し
は
、
外
國
へ
行
き
て
交
歡
す
る
こ
と
多
く
、
か
か
る
際
に
は
ス
マ
ổ
ト
な
ら

ず
ば
嗤
笑

し

せ

う

せ
ら
れ
む
の
虞

お
そ
れ

あ
れ
ば
な
り
。
か
ỵ
こ
よ
さ
に
氣
を
遣
ふ
の
要
あ
り
き
と
い
ふ
べ
し
。 

 

陸
軍
は
軍
旗
を
重
ん
ず
。
最
下
位
の
小
隊
⾧
旗
な
り
と
い
へ
ど
も
、
大
元
帥
(
天
皇
)
陛
下
よ
り
直
接

に
賜
は
る
。「
直
接
に
」
と
い
ふ
は
、
士
官
學
校
を
出
で
て
間
も
な
き
弱
冠(tw

enty)

の
小
隊
⾧
、
宮
中
に

參
內
し
て
、
御
手
づ
か
ら
賜
は
る
。
然
れ
ば
こ
そ
重
ん
ぜ
ら
る
れ
。
廊
下
に
て
拜
謁
を
待
つ
う
ち
に
、
若

き
小
隊
⾧
、
現
御
神

あ
き
つ
み
か
み

に
咫し

尺せ
き

す
る
緊
張
の
餘
り
に
昏
倒
す
る
例
少
な
か
ら
ず
と
言
へ
り
。 

 

海
軍
の
軍
艦
旗
も
、
同
じ
く
大
元
帥
よ
り
賜
る
。「
太
平
洋
行
進
曲
」
は
「
仰
ぐ
譽

ほ
ま
れ

の
軍
艦
旗
」
と
歌

ふ
。「
譽
」
と
は
「
主
上

し
ゆ
じ
や
う

よ
り
賜
り
た
る
」
の
謂い

ひ
な
り
。 



 
陸
軍
に
て
は
軍
旗
を
死
守
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
乃
木
希
典
は
西
南
戰
爭
の
砌

み
ぎ
り

軍
旗
を
敵
に
奪
は
れ
、
自

決
せ
む
と
し
た
る
を
抑
留
せ
ら
れ
て
斷
念
す
。 

か
く
て
、
永
久

と
こ
し
へ

に
同
じ
軍
旗
を
使
ひ
續
け
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
ら
む
と
も
廢
棄
せ
む
は
言
語
道
斷
な
り

き
。 

 

一
方
、
海
軍
に
て
は
軍
艦
旗
は
さ
ほ
ど
重
ん
ぜ
ら
れ
ず
。
艦
沈
没
す
る
と
き
に
は
、
軍
艦
旗
は
そ
の
ま

ま
放
置
し
、
海
に
沈
む
に
委 ま

か

す
。
對
し
て
、
最
も
尊
き
は
御
眞
影
に
て
、
沈
没
の
際
に
は
、
御
眞
影
を
抱

き
て
泳
ぐ
擔
當
者
(
下
士
官
)
を
豫

あ
ら
か
じ

め
定
め
て
あ
り
き
。 

 

こ
れ
も
、
海
軍
の
外
國
人
と
交
歡
す
る
こ
と
多
き
に
よ
れ
る
な
り
。
ボ
ロ
ボ
ロ
の
軍
艦
旗
を
外
國
人
に

見
ら
る
る
は
流
石
に
恥
づ
べ
し
と
の
意
識
あ
り
た
る
が
如
し
。 

 

海
軍
の
ス
マ
ổ
ト
な
り
し
儀
に
つ
き
、
愉
快
な
る
話
あ
り
。 

 

中
學
を
卒
業
し
て
、
軍
人
た
ら
む
と
志
す
英
才
は
、
陸
軍
へ
行
く
べ
し
や
海
軍
に
進
む
べ
き
か
と
懊
惱

あ
う
な
う

す
る
こ
と
多
し
。
そ
の
際
、
左
の
如
く
に
考
へ
た
る
生
徒
少
な
か
ら
ず
と
傳
へ
ら
る
。 

 

「
そ
れ
が
し
、
容
顏
不
細
工
な
れ
ば
、
海
軍
に
て
は
梲

う
だ
つ

上
が
る
ま
じ
。
陸
軍
へ
行
く
に
如し

か
ず
」
と
。 

 

眞
僞
の
ほ
ど
は
知
ら
ね
ど
も
、
宜 む

べ

な
る
か
な
、
さ
な
り
せ
ば
、
海
軍
の
か
ỵ
こ
よ
か
り
し
は
、
人
材
の

資
質
異
な
れ
る
に
よ
り
て
な
り
と
納
得
せ
ら
る
べ
し
。 

 

な
ほ
、
陸
軍
に
て
も
、
近
衞
師
團
(
天
皇
の
親
衞
隊
)
に
入
ら
む
が
爲
に
は
、
將
校
・
下
士
官
・
兵
を

問
は
ず
、
ハ
ン
サ
ム
な
ら
ず
ば
叶
は
ざ
り
き
。
大
元
帥
陛
下
の
御
前
に
不
細
工
な
る
面

お
も
て

を
晒
す
は
憚
り
あ

り
と
い
ふ
に
は
あ
ら
で
、
近
衞
師
團
は
儀
式
に
參
列
す
る
こ
と
多
き
に
よ
り
て
、
不
細
工
な
る
顏
に
て
は

差
し
障
り
あ
り
と
の
意
な
り
け
む
。 

  

然

則

し
か
ら
ば
す
な
は
ち

、
眞
實
、
容
顏
不
細
工
な
れ
ば
海
軍
に
て
は
出
世
す
る
こ
と
難 か

た

か
り
し
や
。 

 

海
軍
の
齋
藤
實
・
米
內
光
政
・
山
本
五
十
六
抔な

ど

と
、
陸
軍
の
東
條
英
機
・
畑
俊
六
・
宇
垣
一
成
抔
の
遺

影
を
比
較
考
證
す
る
に
一
目
瞭
然
、
豈あ

に

此
れ
が
俗
說
の
眞
實
を
穿う

が

ち
た
る
ら
む
と
首
肯
せ
ら
る
る
所
あ
り

と
い
は
ざ
る
べ
け
む
や
。 

 

昭
和
七
年
よ
り
昭
和
十
六
年
ま
で
軍
令
部
⾧
(
軍
令
部
總
⾧
)
を
務
め
給
ひ
し
伏
見
宮
博ひ

ろ

恭 や
す

王
は
、
美

形
を
好
み
給
ひ
き
。
宮
の
妃
は
德
川
慶
喜
の
娘
經
子

つ

ね

こ

に
し
て
、
今
に
傳
は
る
御
寫
眞
を
拜
す
る
に
言
語
に

絕
す
る
佳
人
な
り
。
男
も
美
形
な
ら
ず
ば
不
可
な
り
と
の
御

慮

お
ん
お
も
ん
ば
か

り
あ
り
た
る
が
如
く
に
て
、
こ
の
宮
海

軍
統
帥
の
ト
ỿ
プ
を
占
め
給
ひ
し
時
期
に
は
、「
ハ
ン
サ
ム
な
ら
ず
ば
出
世
す
る
を
得
ず
」
と
の
流
言
蜚

語
頻
り
な
り
し
と
ぞ
。 

 

但
し
、
畏
れ
多
く
も
男
色
家
に
お
は
し
ま
し
き
と
の
記
錄
は
傳
へ
ら
れ
ず
。 



  

第
二 

 
歌 

 
 

吉
魯

ジ

ル

巴バ 

又ヨ
ウ

是シ
䤀

細し
䤀

雨ユ
イ 

  

「
ジ
ル
バ
」
と
は
、W

ikipedia

に
徴

ち
よ
う

す
る
に
、「
社
交
ダ
ン
ス
の
一
種
。
一
九
四
五
年
(
昭
和
二
十

年
)、
第
二
次
世
界
大
戰
の
終
戦
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
に
よ
ỵ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
」
と
の

由
。 

 

中
國
語
に
て
は
「
吉
魯
巴
」
と
音
譯
す
。 

 

今
、
臺
灣
の
音
樂
を
檢け

み

す
る
に
、「
又
是
細
雨
」
な
る
ジ
ル
バ
の
一
曲
あ
り
。
極
め
て
美
し
く
、
且
つ

歌
ひ
易
き
に
感
ず
る
所
有
之

こ
れ
あ
り

、
御
紹
介
仕
ら
む
と
欲
す
。(
Ａ
)
に
於
て
は
、「
原
文
中
國
語
」
と
「
讀
み

下
し
文
」
を
示
し
、(
Ｂ
)
に
て
は
、「
翻
案
」
を
揭
げ
た
り
。「
翻
案
」
と
は
、
此
が
曲
に
合
せ
て
歌
ふ

を
得
べ
く
、
い
は
ば
我
が
譯
詞
と
し
て
作
り
た
る
所
な
り
。 

(
Ａ
)
の
括
弧
內
に
(
Ｂ
)
の
翻
案
を
行
書
體
に
て
示
し
た
る
は
、「
讀
み
下
し
文
」
と
「
翻
案
」
を

對
照
す
る
の
便
を
圖
り
た
る
な
り
。 

 

タ
イ
ト
ル
の
「
細
雨
」
は
「
小
雨
」
の
類
。
但
、
別
儀
「
小
雨
」
な
る
中
國
語
語
彙
も
あ
り
。
而
し

て
、「
又
是
細
雨
」
は
「
ま
た
是こ

れ

、
小
雨
」
す
な
は
ち
「
ま
た
小
雨
降
り
て
あ
り
」
の
謂
ひ
な
り
。 

 

「
又
是
細
雨
」
と
打
ち
込
め
ば
、
動
畫
を
檢
索
す
る
を
得
。
こ
の
曲
に
合
は
せ
、(
Ｂ
)
の
我
が
譯
に

て
歌
ひ
給
は
む
こ
と
を
。 

 

又
是
細
雨 

 
 

(
仮
名
表
記 

 

ン―
n  

ん―
ng  

シ―
sh 

し―
x 

チ―
ch 

ヂ―
zh  

ち―
q 

ぢ―
j

) 

(
Ａ
) 

又
是
下
着
細
雨 

 

ヨ
Ỽ
シ
し
Ỷ
ổ
ヂ
ἂ
し
ổ
ユ
イ 

ま
た
小
雨
下
り
て
あ
り 

(
霧
雨
降
れ
ば
) 

使
我
又
想
起
你 

 

シ
ウ
Ỿ
ổ
ヨ
Ỽ
し
Ỷ
ん
ち
ổ
ニ
ổ 

我
を
し
て
君
を
思
ひ
出
で
し
む 

(
君
を
思
ひ
) 



已
是
落
葉
的
秋
季 

イ
シ
ル
Ỿ
イ
ỽ
ổ
デ
ỻ
チ
ウ
ぢ
ổ 

已
に
し
て
落
葉
の
秋
ぞ 

(
袖
濡
ら
す
宵
) 

 

我
却
不
覺
得
寒
意 
ウ
Ỿ
ổ
チ
ἁ
ỽ
ブ
ổ
ジ
ἁ
ỽ
ダ
ハ
ン
イ
ổ 

我
却
り
て
寒
意
を
覺
え
ず 

(
冴
ゆ
る
野
分
に
) 

靜
靜
地
等
下
去 

 

ぢ
ん
ぢ
ん
デ
ỻ
ド
ん
し
Ự
ち
ỷ
ự 

た
だ
靜
か
に
時
を
待
つ
の
み 
(
え
耐
へ
ぬ
嘆
き
) 

我
知
道
你
不
是
無
情
意 

 

ウ
Ỿ
ổ
ヂ
ổ
ダ
Ỿ
ニ
ổ
ブ
シ
ウ
ổ
ち
ん 

我
知
る
君
の
情
意
無
き
に
あ
ら
ざ
る
を 

(
恨
む
る
に
あ
ら
ず
) 

只
是
被
環
境
逼 

 
 

チ―

シ
ベ
イ
ホ
ア
ン
ぢ
ん
ビ
ổ 

た
だ
環
境
に
逼せ

ま
ら
れ 

(
宿
世
悲
し
く
) 

不
得
已
不
得
已 

 

ブ
ổ
ダ
イ
ổ
ブ
ổ
ダ
イ
ổ 

已
む
を
得
ず 

已
む
を
得
ず 

(
離
別
餘
儀
な
き
) 

我
倆
才
分
離 

 

ウ
Ỿ
リ
ἀ
ツ
Ỻ
ỻ
フ
ỽ
ン
リ 

我
儕ら

分
か
る
る
の
時
來き

た

れ
り 

(
君
⎛
我
) 

請
你
請
你
不
要
自
暴
自
棄 

 

ち
ん
ち
ん
ブ
ổ
ヤ
オ
ズ
ỻ
バ
Ỿ
ズ
ỻ
チ 

 
 

你
な
ん
ぢ

に
請こ

ふ
ら
く
は
自
暴
自
棄
す
る
こ
と
な
か
れ 

(
御
身
勞
は
ら
れ
よ
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
こ
の
行
に
て
は
「
你
」
を
發
音
せ
ざ
る
が
如
し
〉 

快
囘
到
我
的
懷
抱
裡 

 
 

 

ク
ワ
イ
ホ
エ
ダ
Ỿ
ウ
Ỿ
ổ
デ
ỻ
ホ
ワ
イ
バ
オ
リ 

す
み
や
か
に
我
が
懷 む

ね

の
裡 う

ち

に
囘

か
へ
り

到 き
た

た
れ 

(
ま
た
見
ゆ
る
日
あ
ら
む
) 

 

(
Ｂ
) 

霧
雨
降
れ
ば 

君
を
思
ひ 

袖
濡
ら
す
宵 



冴
ゆ
る
野
分
に 

え
耐
へ
ぬ
嘆
き 

恨
む
る
に
あ
ら
ず 

宿
世

す

く

せ

悲
し
く 

離
別
餘
儀
な
き 

君
と
我 

御
身
勞い

た

は
ら
れ
よ 

ま
た
見ま

み

ゆ
る
日
あ
ら
む 

(
令
和
四
年
八
月
十
五
日
受
附
) 

    


